


千秋のご遺族に、在りし日の画家の素顔や作品の魅力についてお話いただきます。

9月20日［土］  13：30から1時間程度　会場＝展示室　＊参加費無料・申込不要

千秋が愛した調べをヴァイオリンやヴィオラで演奏します。

10月4日［土］17：00から（40分程度）＊10月4日は19：00まで開館　会場＝1階ロビー
出演＝木下知子（ヴァイオリン）、五十嵐美果（ヴィオラ）　＊参加費無料・申込不要

申込方法＝往復はがきの「往信用裏面」に、氏名（ふりがな）・年齢・住所・電話番号を、
「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を記入してお申込みください。定員を超えた
場合は抽選とし、結果をお知らせします。 【10月10日（金）必着】

9月25日［木］、10月9日［木］・23日［木］、11月6日［木］ 13：30から1時間程度　
ご希望の方は、当日1階ロビーにお集まりください。＊参加費無料・申込不要千秋が描いた影絵ハガキを台紙にして、押し花であなた流に飾りましょう。

9月20日［土］・21日［日］、10月18日［土］・19日［日］ 各日とも10：00–15：00
講師＝杉浦眞代（ふしぎな花倶楽部 講師）　会場＝2階ロビー　対象＝どなたでも　
定員＝各日とも25名　参加費＝1,300円　＊申込不要

シルエット

大正から昭和期にかけて少女雑誌で人気を博した抒情画。その正統派の画家として最後の花を
咲かせたのが藤井千秋（1923–85年）です。岐阜県加茂郡白川町に生まれ、京都で育った千秋は、
京都市立絵画専門学校（現・京都市立芸術大学）図案科に入学しますが、戦争により学徒出陣し、
京都で軍隊生活を送ります。終戦の前年（1944年）に同校を卒業。戦後、友人の勧めで画廊に持ち
込んだ水彩画をきっかけに、『少女の友』（実業之日本社）から挿絵の依頼が舞い込みます。千秋の
描く、透明感のある清楚な少女像は、当時の乙女たちに夢と希望を与え、瞬く間に人気の挿絵画
家となりました。口絵、挿絵のほか、レターセットやカードといった付録も手がける看板画家と
して大活躍しますが、1955年に『少女の友』が休刊。その後は、『女学生の友』（小学館）を中心に
西洋的な香り漂う挿絵を手がける一方、『にんぎょひめ』『赤いろうそくと人ぎょ』など名作童話の
数々を学年誌や絵本で発表し、幼い子どもにも愛される独自の童画の世界を描き出しました。
本展では、『少女の友』『女学生の友』などの代表的な少女雑誌の原画のほか、付録や便箋、布

製品などの資料、『シンデレラ姫』などの名作童話の絵本原画もあわせて展示。マンガが少女雑誌
を席巻し始めた当時、抒情的な世界が次第に失われていく中、最後までエレガントで華やかな
抒情の魅力を贈り続けた千秋の仕事を余すところなく紹介します。

【作品タイトル＝千秋の“椅子の上の少女たち”】 光を透す粘土「グラスクレイ」を
使って「藤井千秋」の原画をフィーチャーしたミニ・チェアを作ります。

10月24日［金］　10：00–15：00（休憩 12：00–13：30）
講師＝服部麻加（アートクレイ・インターナショナル協会 会長）
対象＝高校生以上　定員＝30名　会場＝研修室　参加費＝4,000円


